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町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

18歳以上の町民800人
（令和８年１月19日現在）

調査
対象

調査
方法

調査
期間

回収
件数

▶郵送での調査票提出
▶インターネットでのWeb回答

令和８年
２月６日〜２月27日

432件
（回答率54.0％）

アンケートの概要

１位 持続的な循環型社会の実現 4.43 点
２位 消防・救急体制の強化 4.42 点
３位 危機管理の強化 4.39 点
４位 交通安全対策の推進 4.37 点
５位 消費者保護対策の推進 4.36 点

１位 安全な水の安定供給 3.52 点
２位 健康を支えあう地域づくり 3.40 点
２位 交通安全対策の推進 3.40 点
４位 消防・救急体制の強化 3.39 点
５位 排水対策の推進 3.34 点

満足度が高い施策ランキング

重要度が高い施策ランキング

小
中
学
生

菰
野
町
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
調
査
を
行
う
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
住
み
や
す
さ
」「
定
住
意
向
」
に
加
え
て
、
第
６
次
菰
野
町
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
35
項
目
の
重
要
度
、
満
足
度
等
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。ア

ン
ケ
ー
ト

町内の小中学校に通う小学
６年生、中学１, ２年生

調査
対象

調査
方法

調査
期間

回収
件数

▶学校で配付・回収
▶本人記入方式

令和８年
２月27日〜３月16日

【小学生】384件
（回答率92.5％）
【中学生】670件
（回収率82.9％）

アンケートの概要

菰野町をどんなまちにしていきたいですか？

このままの自然がある菰
野町がいい。（小学生） 差別がなく、自然を大切にする

住みやすい町。（小学生）

ポイ捨てをなくして、きれいで、自然
豊かな菰野町にしたい。（小学生）

だれもが自分の意見を言えてやりたい
ことを尊重しあえる町。（中学生）

大都会。（中学生）

若い人でも楽しめるような
便利な町。（中学生）
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「住みやすい」「住み続けたい」
と感じている方の割合が
「住みにくい」「移転した

い」と感じている方の
割合を大きく上回りま
した。「住み慣れてい
る」「自然環境が良い」

「家族や親せきがい
る」などが定住意向の

理由としてあげられて
います。

重要、満足
やや重要、やや満足
どちらともいえない
あまり重要でない、やや不満
重要でない、不満

第６次菰野町総合計画の分
野別目標 35 項目に対し重
要度、満足度を１～５点で
点数化し、無回答を除いて
平均点を算出しました。

▶５点
▶４点
▶３点
▶２点
▶１点

令和７年度町民アンケートの
詳細な集計結果は町ホーム
ページで確認できます。

さらに詳しい集計結果
企画情報課
TEL 391-1105
FAX 391-1188

問い合わせCHECK

住みやすさ・定住意向

どこかに行って帰ってきたときにやっぱり菰野町はいい町だな
と思えるようなまちにしていきたい。（中学生）

田舎すぎず、都会すぎない町。（小学生）

21.5%

9.3％

12.4%

町外へ出てもまた
戻りたい

どちらかといえば
町外へ出たい

ずっと
住み続けたい

定住
意向

25.7%

どちらかといえば
住み続けたい

22.7%
どちらともいえない

8.5％
町外へ出たい

小中学生アンケートでは、８割
を超える子どもたちが「住みや
すい」「どちらかといえば住み
やすい」と感じていることが分
かりました。また、「住み続け
たい」「どちらかといえば住み
続けたい」「町外へ出てもまた
戻りたい」という意見が、「町
外へ出たい」と感じている割合
を大きく上回りました。「将来
の夢を叶えるために都会に出
て、また戻ってきたい」「自然
豊かで、優しい人が多い」「住
みやすい町だけど菰野以外での
暮らしも体験したい」などの理
由があげられています。

笑顔があふれる町。（中学生）


